
内
閣
衆
質
一
五
八
第
一
三
号

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
薬
品
の
副
作
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
受
領

答

弁

第

一

三

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
薬
品
の
副
作
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
市
販
薬
の
発
毛
剤
「
リ
ア
ッ
プ
」
で
、
過
去
三
年
間
で
三
人
の
方
が
副
作
用
の
疑
い
で
死
亡
し
た
と
の
報
告
」

と
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
五
六
第
九
九
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
別

表
第
一
で
お
示
し
し
た
症
例
の
う
ち
、
大
正
製
薬
株
式
会
社
製
「
壮
年
性
脱
毛
症
用
発
毛
剤
リ
ア
ッ
プ
」
（
以
下
「
リ
ア
ッ

プ
」
と
い
う
。
）
の
有
効
成
分
で
あ
る
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル
が
被
疑
薬
と
さ
れ
る
三
症
例
に
関
す
る
報
告
（
以
下
「
本
件
副
作
用

報
告
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
本
件
副
作
用
報
告
に
お
い
て
は
、
リ
ア
ッ
プ
の
副
作
用
と
疑
わ
れ
る
「
急

こ
う
そ
く

性
心
不
全
」
、
「
心
筋
梗
塞
（
疑
）
」
及
び
「
心
停
止
」
に
よ
り
患
者
が
死
亡
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

リ
ア
ッ
プ
の
使
用
と
こ
れ
ら
の
症
状
の
発
現
と
の
間
の
因
果
関
係
の
有
無
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

同
社
か
ら
は
、
本
件
副
作
用
報
告
に
関
す
る
事
情
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
リ
ア
ッ
プ
の
使
用
と
こ
れ
ら
の
症
状

の
発
現
と
の
間
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル
の
副
作
用
に
つ

い
て
は
、
二
千
三
年
七
月
二
十
八
日
発
行
の
「Jo

u
rn
a
l
o
f
C
u
ta
n
e
o
u
s
M
e
d
icin
e
a
n
d
S
u
rg
e
ry

」
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
「S

a
fe
ty
o
f
T
o
p
ica
l
M
in
o
x
id
il
S
o
lu
tio
n
:
A
O
n
e

―Y
e
a
r,
P
ro
sp
e
ctiv
e
,
O
b
se
rv
a
tio
n
a
l
S
tu
d
y

」
に
よ
れ

一



ば
、
疫
学
調
査
の
結
果
、
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル
の
使
用
と
循
環
器
系
の
副
作
用
の
発
現
と
の
間
に
は
関
連
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
旨
の
結
論
が
得
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
件
副
作
用
報
告
に
つ
い
て
も
急
性
心
不
全
等
の
症
状
の
発
現
と
リ

ア
ッ
プ
の
使
用
と
の
間
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
政
府
と
し

て
何
ら
か
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
十
五
年
六
月
六
日
内
閣
衆
質
一
五
六
第
五
五
号
）
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
副
作
用
等
報
告
」
（
以

下
「
副
作
用
等
報
告
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
リ
ア
ッ
プ
の
副
作
用
と
疑
わ
れ
る
症
例
と
し
て
、
平
成
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
本
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
た
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
二
百
八
症
例
（
同
一
の
症
例
が
複
数
回

報
告
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
症
例
に
係
る
お
尋
ね
の
「
認
知
年
月
日
」
の
ほ
か
、
患
者

の
年
齢
の
概
数
、
性
別
及
び
症
状
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
度
以
前
の
副
作
用
等
報
告
に
係
る
報
告
書
は
、

厚
生
労
働
省
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
訓
第
二
十
一
号
）
別
表
第
二
の
「
第
四
類
（
三
年
保
存
）
」
に
該

当
し
、
既
に
そ
の
保
存
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

二



リ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
医
薬
品
等
安
全
性
情
報
」
（
平
成
十
一
年
十
一
月
九
日
厚
生
省
公
表
）
に
関
係
す
る
情
報
を
掲
載
し
、
リ
ア
ッ
プ
の

使
用
中
又
は
使
用
後
に
好
ま
し
く
な
い
症
状
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
、
医
師
又
は
薬
剤
師
に
相
談

き

す
る
よ
う
薬
局
及
び
薬
店
で
の
販
売
時
に
お
け
る
注
意
喚
起
を
徹
底
す
る
こ
と
及
び
動
悸
、
胸
痛
等
の
好
ま
し
く
な
い
症

状
の
発
現
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
「
医
薬
品
等
安
全
性
情
報
報
告
制
度
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
（
お
願

い
）
」
（
平
成
九
年
五
月
十
五
日
付
け
薬
発
第
六
百
三
十
三
号
厚
生
省
薬
務
局
長
通
知
）
に
基
づ
く
報
告
を
す
る
こ
と
を

医
薬
関
係
者
に
対
し
て
求
め
た
。

「
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル
製
剤
の
安
全
使
用
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
十
二
月
三
日
医
薬
安
第
百
四
十
八
号
・
第
百

四
十
九
号
厚
生
省
医
薬
安
全
局
安
全
対
策
課
長
通
知
）
に
よ
り
、
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会
及
び
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
、

薬
局
等
に
対
し
、
既
往
歴
等
の
あ
る
者
に
対
す
る
安
全
使
用
の
徹
底
を
図
る
よ
う
指
導
し
た
。

平
成
十
一
年
十
二
月
ご
ろ
、
大
正
製
薬
株
式
会
社
に
対
し
て
、
外
箱
の
表
示
の
改
善
等
に
よ
り
、
狭
心
症
、
高
血
圧
等

の
循
環
器
系
疾
患
の
既
往
歴
の
あ
る
者
は
購
入
前
に
医
師
又
は
薬
剤
師
に
相
談
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
注
意
喚
起
を
徹
底
す

る
よ
う
口
頭
で
指
導
を
し
た
。

三



こ
れ
ら
の
対
策
の
効
果
を
具
体
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
リ
ア
ッ
プ
の
適
正
な
使

用
の
確
保
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
副
作
用
等
報
告
に
お
い
て
、
医
師
等
が
患
者
の
遺
族
に
対
し
、
副

作
用
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
と
疑
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
告
げ
て
い
る
か
否
か
の
報
告
は
求
め
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
の
症
例

に
つ
い
て
も
、
医
師
等
が
患
者
の
遺
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
た
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

お
尋
ね
の
「
補
償
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
リ
ア
ッ
プ
の
使
用
と
症
状
の
発
現
と
の
間
の
因
果
関
係
を
把
握
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
医
薬
品
の
副
作
用
の
補
償
問
題
に
つ
い
て
一

般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
り
死
亡
し
た
患
者
の
遺
族
は
、
医
薬
品
の
製
造
業
者
等
の
民
事
責
任

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
等
の
規
定
に
基
づ
き
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
が
適
正
な
使
用
目
的
で
適
正
に
使
用
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
じ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
所
要
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と

し
て
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の

四



規
定
に
基
づ
く
救
済
給
付
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
救
済
給
付
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

副
作
用
等
報
告
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
の
安
全
対
策
の
た
め
、
医
薬
品
ご
と
の
症
例
の
集
積
状
況
等
を
踏
ま
え
、
医
薬
品

の
添
付
文
書
に
お
け
る
使
用
上
の
注
意
の
改
定
が
必
要
で
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
を
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
同
日
に
設
立

を
予
定
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
に
お
い
て
も
、
副
作
用
等
報
告
の
分
析
及
び
評
価
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
薬
品
の
副
作
用
等
報
告
に
係
る
個
別
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
個
別
の
報
告
に
よ
っ

て
医
薬
品
の
使
用
と
副
作
用
と
疑
わ
れ
る
症
状
の
発
現
と
の
間
の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
報
告
さ
れ
た
症
状
が
副
作
用
で
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
か
か
る
運
用
を
変
更

す
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

五



六



七



八



九



一
〇



一
一



一
二



一
三



一
四



一
五



一
六



一
七



一
八


